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久 留 米 市 分 別 収 集 計 画 

（第９期計画） 

                                

 

１ 計画策定の意義  

 

快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に

支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要がある。

そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割を認識し、履行してい

くことが重要であり、市民・事業者・行政が一体となった取り組みを通じて、循環型社

会の構築を目指し、ごみ減量・リサイクルの取り組みを更に推進する必要がある。 

本計画は、このような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に

関する法律（以下「容器包装リサイクル法」という。）第８条に基づいて、一般廃棄物

の中で大きな割合を占める容器包装廃棄物を分別収集し、及び地域における容器包装廃

棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進することにより、温室効果ガ

スの削減や資源の有効活用、焼却処分量及び最終処分量の削減を図る目的で、市民・事

業者・行政それぞれの役割を明確にし、具体的な推進方策を明らかにするとともに、関

係者が一体となって取り組むべき方針を示したものである。 

 

２ 基本的方向 

 

本計画を実施するに当たっての基本的方向を以下に示す。 

・容器包装廃棄物の発生抑制、再利用、再生利用を基本とした循環型社会づくり 

・市民、事業者、行政が一体となった取り組みによる資源の有効活用や環境負荷の

軽減 

・容器包装廃棄物の安全で適正な処理 

 

３ 計画期間 

 

本市の分別収集計画の第９期計画期間は、令和２年４月を始期とする５か年間とし、 

令和４年度に見直す。 

 

４ 対象品目 

 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、アルミ缶、スチール缶、無色ガラス、茶色ガラス、

その他ガラス、紙パック、段ボール、その他紙製容器包装、ＰＥＴボトル、その他のプ

ラスチック製容器包装、白色トレイを対象とする。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

                              

年     度 ２ ３ ４ ５ ６ 

容器包装廃棄物 14,960 ｔ 14,806 ｔ 14,652 ｔ 14,499 ｔ 14,345 ｔ 
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６ 容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

容器包装廃棄物の排出抑制のため以下の方策を実施する。なお、実施に当たっては 

市民、事業者、行政がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を図る。 

  また、地域住民によるごみ集積所の適正な維持・管理及び排出指導体制の確立等を図

り、分別の徹底と排出源における減量を推進する。 

事 業 名      事    業    内    容       

ごみ減量・リサイク 

ルモデル事業所認定 

制度 

ごみ減量・リサイクルに関する取り組みが非常に優れ、他の事業

所の模範となる事業所を認定しＰＲすることで、取り組みが進んで

いない事業所への動機づけをする。 

 

くるめエコパートナ

ー事業 

地球温暖化防止のため、マイバッグ、マイはしなどのエコ活動を

実践していただく「くるめエコパートナー事業」を実施し、身近な

ところからの省エネルギー・省資源・ごみ減量の意識啓発を図る。 

 

COOL CHOICE宣言 地球温暖化に資する国民運動「COOL CHOICE(賢い選択)」への賛

同を首長が宣言し、広報紙等で市民・事業者に広く呼びかけること

により省エネやごみ減量の取り組みを促進する。 

 

資源回収支援制度 資源回収活動を実施する団体に対して、奨励金の交付や表彰を行

うことにより資源物の回収を促進し、ごみ減量効果を維持・向上さ

せるとともに、市民の資源回収活動に対する積極的な参加と協力の

意識の高揚を図る。 

 

啓 発 活 動 の 充 実 環境教育の一環として、小学校４年生用の副読本を作成配布する

とともに、ごみ分別辞典、環境情報誌、生ごみダイエットハンドブ

ック・「３Ｒ」ハンドブック・その他パンフレットやチラシ等によ

り広く市民にごみ減量や分別・リサイクルに関する情報を提供す

る。また、宮ノ陣クリーンセンター環境交流プラザを活用した施設

見学会、環境学習会を開催し、久留米市のごみ事情の周知と市民へ

のごみ減量・リサイクル意識の啓発を図る。 

 

３Ｒ推進事業の実施 毎月実施している宝の市（家庭で不用になった家具・自転車等を

無償で引き取り、希望者に低額で販売する）とともにフリーマーケ

ット、生ごみ堆肥化教室等の３Ｒ推進イベントを定期的に開催す

る。また、民間リユースショップと合意書を締結し、市民に買取基

準等をチラシやホームページなどで情報提供を行うなど、リデュー

ス・リユースを中心とした２Ｒ＋Ｒの意識の普及・啓発に努める。 

 

有 料 指 定 袋 制 度    分別の徹底と負担の公平を求め、ごみの減量とリサイクルの推進 

を図るため、家庭系の有料指定袋制度を実施する。 

 

小型家電回収（レア

メタルリサイクル）

事業 

資源物としての分別収集、市内の公共施設１３ヶ所での小型家電

専用ボックスでの回収、燃やせないごみからのピックアップ回収分

と併せた小型家電の回収を実施する。 

廃棄物減量等推進員

（分別推進員）制度 

ごみの排出やごみ集積所の管理等に関する地域住民への周知・

指導パトロールを実施する。 
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７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に 

係る分別の区分（第８条第２項第３号） 

 

№ 分 別 収 集 す る 容 器 包 装 廃 棄 物 の 種 類           収集に係る分別の区分 

１ 主としてスチール製の容器包装    

主としてアルミニウム製の容器包装   
缶類 

２ 主 と し て     無色のガラス製の容器 

ガラス製の     茶色のガラス製の容器 

容 器 包 装     その他のガラス製の容器 

無色のガラス 

茶色のガラス 

その他ガラス 

３ 主として紙製の容器包装であって飲料を充てんするための

もの 
紙パック 

４ 主として段ボール製の容器包装 段ボール 

５ 主として紙製の容器であって上記以外のもの その他の紙製容器包装 

６ 主としてＰＥＴ製の容器であって飲料又はしょうゆ等を充

てんするためのもの 
ＰＥＴボトル 

７ 主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外のも

の 

その他のプラスチック

製容器包装 

 

８  各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び第２条 

第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（第８条第２項第４号）  

（単位：ｔ／年） 

区    分 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

スチール缶 148 147 146 145 144 

アルミ缶 275 273 271 269 267 

無色ガラス 

（うち独自処理量） 

695 688 681 674 667 

   ( 59 )   ( 58 )   ( 57 ) ( 56 ) ( 55 ) 

茶色ガラス 

（うち独自処理量） 

510 505 500 495 490 

   ( 42 )    ( 41 )    ( 40 )    ( 39 )    ( 38 ) 

その他ガラス 

（うち独自処理量） 

349 346 343 340 337 

   ( 9 )    ( 9 )    ( 9 )    ( 9 )    ( 9 ) 

紙パック 8 8 8 8 8 

段ボール 572 567 562 557 552 

その他紙製容器包装 2 2 2 2 2 

ＰＥＴボトル 438 434 430 426 422 

その他プラスチック

製容器包装 

（うち独自処理） 
 

うち白色トレイ 

 

431 

 (0) 

 

0 

449 

 (0) 

 

0 

467 

 (0) 

 

0 

486 

(0) 

 

    0 

506 

 (0) 

 

    0 

合 計 
3,428 3,419 3,410 3,402 3,395 

(110) (108) (106) (104) (102) 
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９ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（第８条第２項第５号） 

容器包装廃棄物の種類 
収 集 に 係 る     

分 別 の 区 分 
収 集 ・ 運 搬 段 階 

選別・保管等

段階 

缶 

ア ル ミ 
缶類 市による定期収集 市 

ス チ ー ル 

び
ん 

無 色 ガ ラ ス 無色ガラス 

びん類 市による定期収集 市 茶 色 ガ ラ ス 茶色ガラス 

そ の 他 ガ ラ ス その他ガラス 

紙 

紙 パ ッ ク 紙パック 
スーパー店頭回収 民間業者 

市による定期収集 民間業者・市 

段ボール 紙類 
市による定期収集 民間業者・市 

集団回収 民間業者 

そ  の  他  

紙 製 容 器 包 装 
その他紙 市による収集 市 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

Ｐ Ｅ Ｔ ボ ト ル ＰＥＴボトル 市による定期収集 市 

その他プラスチック 

製容器包装 
プラスチック類 市による定期収集 市 

白色トレイ 白色トレイ スーパー店頭回収 民間業者 

 

 

1 0  分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（第８条第２項第６号） 

分別収集する容

器包装廃棄物の

種類 

収集に係る   

分別の区分 
収 集 容 器 収 集 車 両 中 間 処 理 

ア ル ミ 

缶類 専用容器 

平ボディ(田主丸・北野) 

パッカー(旧久留米・城島・三

潴) 

宮ノ陣クリーンセン

ター（選別・圧縮・

保管） 

耳納クリーンステー

ション（選別・圧

縮・保管） 

廃棄物処理センター

サン・ポート（選

別・圧縮・保管） 

ス チ ー ル 

無色ガラス 無色ガラス 

専用容器 
平ボディ(田主丸・北野) 

パッカー(城島・三潴) 
多室型分別収集車(旧久留米) 

宮ノ陣クリーンセン

ター（選別・保管） 

耳納クリーンステー

ション（選別・保管） 

廃棄物処理センター

サン・ポート（選

別・保管） 

茶色ガラス 茶色ガラス 

その他ガラス その他ガラス 

紙 パ ッ ク 紙パック 

ひもでしばる 平ボディ 

民間業者（圧縮・保

管） 

廃棄物処理センター 

サン・ポート（選

別・圧縮・保管） 

段 ボ ー ル 紙類 

そ の 他 紙 その他紙 ひもでしばる 平ボディ（北野） 

廃棄物処理センター 

サン・ポート（選

別・圧縮・保管） 
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ＰＥＴボトル ＰＥＴボトル 専用容器 
平ボディ(田主丸・北野) 

パッカ－(旧久留米・城島・三

潴) 

宮ノ陣クリーンセン

ター（選別・圧縮・

保管） 

耳納クリーンステー

ション（選別・圧

縮・保管） 

廃棄物処理センター

サン・ポート（選

別・圧縮・保管） 

その他プラ 
プラスチック

類 

専用容器 平ボディ(田主丸・北野) 
 

宮ノ陣クリーンセン

ター（選別・圧縮・

保管） 

耳納クリーンステー

ション（選別・圧

縮・保管） 

廃棄物処理センター

サン・ポート（選

別・圧縮・保管） 

袋 
パッカー(旧久留米・城島・三

潴) 

 

 

11 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

○ 本法に定められる分別基準に適合するためには、排出者による容器の洗浄及び分別 

の徹底が必要であることから、住民協力体制の確立を図るため廃棄物減量等推進員を 

中心に分別排出の徹底とごみ集積所の管理・清掃等自主管理を強化していく。 

○ 集団回収の促進のため、奨励金の交付・優良団体の表彰等を引き続き実施していく。 

 


